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二三條件下に於ける主なる蠶病消毒

藥の殺菌力に就て

On the effects of some chemical agents for the disinfection 

of silkworm diseases under several condtions.

門平潤一郞

緒　　言

　普通膏々は消襟藥に封する時先づ共の殺菌力を槍定する要あるも尚奥に進んでその藥鯛の殺

菌作用の性質を研究し他方之が實用上に於ける各糧の場含に躍し群細なる槍討を必要とす。現

在使用さるる消毒藥中には特殊の畠i生質を荷するもの叉は非常に憂質し易きもの等ありて使用に

當りては充分なる藥剤的常識を有する事甚だ肝要なり。特に鱗病に關しては一・般防疫の場合と

異なり、多撒の農家が戸々に濯il潔操作をなす爲細心の注意によらざれば一律的に完全なる効果

る學ぐる事能はす。この見地よbして蛋盤病油毒：に於ては種々の條伽）下に於てその性状を朔か

にし濾漏なきを期せざる可からす、帥本調盃を試みた所以なり。

　從來慧病方面に於て之等に關する調在は2．3のものを有するのみにして遊だ少きものの如し。

　近時微粒子病、白彊病等の蔓麺少からす。爲に之が防除に當りて各種1肯毒：藥の出現を見たる

も其の本質は何れも法脱焼定の1肖毒藥に胤するを以つて本調在も亦之等法麗1：の淘毒藥を中心

に行ひたり。

　本調盗は前述の如く漕毒藥の化・撃的｛げ1：究又は共の殺菌作用の本質に關するものにあらすして

溝毒實施上往々起り得べき諸糎Eの條件巾主なる2．3のものにつき殺菌力が如何なる憂異を來す

ものなりやその結果につき知らんとするものにして次の條件につき調盗せり。

　1．溝藤藥液の作用中の温度と殺菌力

　2．藥液調製液の時聞の惹釜過と殺菌力

　3．稀樺水の水素イオン濃度と殺菌力

　4．油毒i液の不潔と殺菌力

　5．2種の淘殉i藥の漉入と殺菌力

1　調査方油並びに材料

　各事項所定の腱埋を挫たる漕毒藥に糞ナし普通塞天に増養せる菌体の淳淋液或は直接撞1金耳に

て菌体を藥齊胴」に投入し、よく振欝し所雄時間毎に1－2由金耳宛2本のヅイヨンに植へ25°C

の定温器申に保護し菌獲育Z）有無を肉11艮にて槍査せり。藥剛作業11・tの液盗は普通20°Cの恒温

槽中にて操作せり。供試菌は白照病IZ・iと卒倒病菌（芽胞）にして何れも痕京高等獄綜墨校より

分譲を受け當場にて移櫨保存せるものなり。本調径は昭和7年より昭和9年に亘り行ひたるも

のなり。

・　　　　　　　　　　　　∬調　査　成績

　　　　　　　　　　　　　1．消毒藥液の作用中の液温と殺菌力
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　消毒薬液作用中の温度カミ殺菌作川に關係ある纂は一般の常識なるもその程度に關しては不明

なり。勝叉氏は濡毒試験に開係ある2、3の條件として（畳野縣獄業試瞼揚報告第12號）白彊病菌

分生胞子に關しフオルマリン水、氷酪酸水、1昇張水につき23°Cと30°Cに於て試・験され淵度

により著しく殺菌作用は左右される事を示し典の程度は消毒藥剤により異なる旨記せり。

　　　　　　　　　　　　　　　（1）；省毒藥の液温と殺菌力
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サ　リチール酸0ユ％

；認響・・巨…52・3・E・・5・6・
1野∫胴一∵一至「1－1「『ギ「罫ギー1

ss一照「　　「「ny　　l　l　l　i

20　1＋1＋・＋1＋1＋i－1－1－［一トー25　…＋1年i＋1＋1＋1＋…一｛一トー　－pN一
謹l　Ii…　lh［”m’2『1：　：1：i’：1：　：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　十

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）摘　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　卒倒病菌の場合

i　フオルvリン7％液　　温1変により著しき差異ありて20°Cにて急激に殺菌作川張大とな

　　る。

iiクt・一ル石次5％液　　前記フオルマリン程顯著にあらざるもその傾向大休に於て同一な

　　り。15°Cより温度の上昇するに從ひ作用大となれり。

iii　クライト2．5％液　　クロール石次と略同一一傾向なりo

iv　昇譲0，2％液　　10°Cよゆ梢々顯著なる殺菌作用を示し温度の上昇に俘ひ作用大となるQ

　　　　　　　　　　　　　　　　　由殖病菌の場合

i　フオルマリンO．5％液　　i殺菌作用の傾向卒倒菌の場合と略等し、30°C35°Cに於ては

　　全く菌の農育を見すo

ii　クロー一ル石汐ξ0．05％液　　10°Cより梢女顯著に殺菌作用現はれ15°C以上にては菌の

　　獲育を見す。

iii　クライトo．01％液　　クロール石衣と傾向を一一にす。

iv　昇衆0．05％液　　5°Cより25°Cに到る間温度の上昇と共に漸次殺菌が曾大し30°C

　　35°C　にては金く爽育せす。

v酷酸3％液　　15°Cに於て著しく殺菌作用増大し30°C及び35°Cにては磯育せつ㌔

vi　ツールチール酸0．1％液　　　20°Cにi則り租々顯習に殺菌力を認め30DC及び35°Cに於て

　　は菌の獲育を見すo

　要するに藥剤、供試菌の種別によつて多少その1伏態異なるも温度の高低により殺菌作川に著

しき差異あるものにして概して15°C－－20°C附近よゆ急激にその作川狽大となる傾向あり。

叉白磯菌に於ては30°C及び35°Cの高温にありては洩毒藥の作川著しく大にして本調査に於

て各々に全く菌の護育を見ざるなり。

2．消毒藥液調製後の時間の経過と殺菌力

　酒毒液訓製後の時闘の経過に作ふ殺菌力の如何は消毒實施」二常に遭遇する事柄にしてこれに

關し調査せり。所定濃度の油毒藥を茶色試藥瓶に約500cc．入d・L－一一は有栓とし他は無栓とし鐘温

20QCの恒溜室に一定期闇放置せり。術本調査の稀灘次はジ・ト戸ノk（タンク）を使用す。

　　　　　　　　　　　（1）清毒藥液調製後の時間の経過とi殺菌力

　　　　　　　　　　　　　　　　A．卒　倒　病　菌　　　　　　　　　　　．
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　　　　　　B．白職病菌
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（2）摘　　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　卒倒病菌の場合・

iフオルマリン7％液　　時日の緻過と共に共の作用梢々劣る傾向あり。

ii昇設0．2％液　　3日聞迄は差異なきも以後漸次溝襟力劣る。

iii　クPt一ル石次10％液　　日撒の経過により殺菌作用に差異認められす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　白彊病菌の場合

iフオルvリン0．2％液　3日国頃より漸吹殺菌力劣る。而して無栓は麿栓に比しその力

　　弱し。

ii　昇封ミ0．01％液　　差異認められすo

iiiク・一ル石次0・01％液　3　n　LSI　tり急激に共個搦くなり7　r・1　ecては無栓は60分に

　　て爾菌の磯育を見る。無除は有栓に比し著しく殺菌力劣るに至る。

　要するに白婿菌は卒倒病菌と歌鰹暴なり有栓と無擾との閣には時口の経過による殺菌力に差

異あbo就申クロール石次に於て5日以後は共の傾向顯著なり。

　又フオルマリン、クロール石次（白彊菌）、昇泉（卒倒菌）は時日の経過と共に殺菌作用漸次

減弱す。

白懸蔚と卒倒菌を漕毒藥液に入れる揚合．卒倒菌は容易に言肯毒液に均等に漉入するもb白鵬菌は液而に浮

瀞し易く鵬膿面的とな蜴し。か・る事柄は職の1臆蜘劇する殺菌作用に何等かの差異齢召來する

ものの如く考へらるo

附帯調査
　　　　　　　　　　　　a．鴻毒藥液の放置期閥と有勧成分の攣化

　培養試駒に於て供試菌によりその欺態を多少異にすると雌も時1並）経過は殺菌力を減窮する

を見たり。これは主に藥液中の有効成分の減少に原因するにあらざるや之に關し一端の調査を

試みたり。供試藥は7オルマリン及クロール石次の約1％液を調製し11t。の標本瓶（無蓋）に

約500cc入れ室内に放置せり。

調査法は日木藥局法藥剤槍定法に準じ行ひたり。

藥捌稀繹液の放置期聞と有効放分含有彙の攣化

　　　　フオルマリン　　　　　　　　　　　ク・一ルFt次
　り　　　　　　　　　　　　t．－t．、＿＿．－　　－＿－－i、－＿－．＿．－－t．．tt－　t．　，

雲剛醐　書珊膿∫・L　　．蝦禰藤「　　’
當日
ヱ日後
3臼
5口
9日
14同
20日
％日
30日

　じ（）　

8・85　　　　　　　　　　　　當口
8・65　　　　　　　　　　　　　1日後
8・50　　　，　　　　　　　　　　　3日
8．45　　　　　　　　　　　　　　5日
8．10　　　　　　　　　　　　　ユ0日

7・65　　　　　　　　　　　　　1，5日
6。75　　　　　　　　　　　　　　　　　　 20　口
r）．SO・

5，25

摘　　　　要

フオル’マリンは9日、クロー一ル石次は5日頃より域分の減少多し。

　　　　　　　　　　　　b．フオルマリン液の放置と比璽の墾化

硝子圓筒にフオルWリン稀稗液を入れ無器のま玉黛内に放贋す。

　ccロ
6．10

6．20
6．20

4．75
X）　．OO

1．55

1．35
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　　　　　　　　　　　　　　フオルマリン液放既と比重の鎚化

　　　　輝過日剛比　9・i液　淑1液　・11・
　　　　　　常　Fl　i　　　　1、004　　　　　　　2ユ゜C　　　　　　400cc
　　　　　　，1，昌　｝　　1：lll　　　　雛　　　　辮
　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　摘　　　　要

　フオルマリン液景は藩手當時の約67％に減少したれども比重には著しき痩化を見ざりき。

　　　　　　　　　　c，フオルvリン液の質沸と有効成分献の攣化

フオルVリン稀繹液をビーカーに入れ之を質沸し後瓦斯含有量を槍査せり。

　　　　フォルマリン液叢沸と翻成頒の愛化　　　　　　摘　　要

　　　商沸nsj　rlfi　l隠夢HCI漕9・t鷺　　フオルマリン稀雅腋は煮沸により有
　＝－P｛……‘　聯ニム　盤ニー㎝…一一『石1∬　訟　　効成分最に著しき憂化を見す。

　　難譜，。募　　鑑　　（前記時日畷E過砒戴煮灘葡
　　撫，，、秘諮　　　縄　　瓦獺の調鶴果旙養識の襯と
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　樹照し見る時その間多少矛盾あるもの

の如くに湾へらるるもtの事は化學的方面よりも一一層詳細なる調査をするにあらざれば判明せ

づ㌔

　　　　　　　　　　　　3．稀繹水の水素イオン濃度と殺菌力

淘毒藥が共の稀繹水の｛生質（Pのにより殺菌力に如何なる蓮異を來すものなりやにつき調査

せり。調益に用ひたる稀澤水は蒸溜水にして之に化學用生石次、苛性遭藩、酷酸、塩酸を加へ

目的P正正とし後所定濃度に濡潔：藥を溶解せしめたり。伺Plrの測定は比色法とす。

　潤毒藥溶解後に於ける稀澤液PIエの攣化を示すと次の如し。

　　　　　　　　　　（1）　藥齊1混入後に捌ナる稀繹体のPEIの攣化

　　　　　　フXルマリン水7％　　　　　　　　昇　　　兼O・15％

種　刎調輔唖帥轍…r頼刎翻前…一調轍・・f・
　水
生　石　炭

羅儲翻

6，2

9．4

9．4

3．2

3．2

3．1　　　　　　水
3．2　　　　濃k　石　）硬

3．2　『　　苛性暫蛯
3．o　　　　塩　　　酸
3．0　　　　醗　　　酸

　稀鐸水のPlrと殺菌力

　　A，卒　倒　病　菌

フオ・ノレマリン　7％

6．2

9，4

9．4

3，2
f｝．2

4．4
r）　．4

5，35
3．2i）

3．2

’種別 x堕：ln．．．（？／・

　水
階　　酸
塩　　酸
苛性曹漣

生石茨
鍔　　照

・一． A　sl　　l　　　l　　　l　　　「　　　1　　　「　　　　　　　　　　　」　　　〔　　　1　　　1

6．6

3．2

3．2

9．4

9，4

　十

1‡

1＋
1＋

∵・剛細・国・・一囲・・1・・1・・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

LP

dJ

±

‡

十

rF

十
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クロー一ル石力こ ｛1％

∴盛竺窯1∴一．弔葱ヨ「1詞「野死万“7「町下

　水　　　　　6．2
酷　　酸　　　2．5
塊　　酸　　　2．5
誘52牲暫逮　　　　 9．4

鋳略　9’4i

十　　十

十　　　十

十　　　十
一’

ei＋

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

一1－
－　1一

十　　　十

昇　　　iiR　O．07％

十 十 十 十
早

卿一賑響到l」⊥鷹Ll』1一幽135別・判・56・』

　水
酢　　酸
塩　　酸
背盤曹遽
∠k石茨
封照匿

6．6

3．2

32
9．4

9．4

十

十

十

十

十

十　　　十　・　十

十　　十　　一
十　　十　1十
十　　　十　　　十

十　　十　　十

lI ＋1＿
　1
十　　一
十　　一
一ト　　ー

1

十

　B．白彊病菌
フオ～レマ　リ　ン　0．2％

矛　・、r　l・　∵…　」°14°14°5°
亜別　劇（分’il、、。1、訓。。！。、3。1，，　「r

＿二＿＿＿一　　L＿＿」　　1　　1＿1　　1　　　　1　　1
　水　　　　6・6
酷　酸　　3．2
盤　酸　　3・2
哺f性曹建　　　　 9．4

生石灰　　　9．4
劃・　燕

十　　十
十　　十
十　　十
十　　　十

十　　　十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十　　十
十　　十
十　　　十

十　　　十

十　　　十

十

十

十

十

十

十　　一
十　　十
十　　　一

一ト　　ー

十　　十

55

写

十

60

罫　　　i環　0．01％

￥

酬謹ご国・・i・5i・・」三「・・汗35｝・下阿嘉

蕪籔翻陸国当：国11到調：

60

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　yt　照1　°1，3　1　・　i　…一…pt　l　w…”　LH．　l　ny「；

（2）摘　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒倒病菌の場倫・

　　iフオルマリン7男液、贈酸、盗石次は其の作用強くなる。

　iiクロール蕎次6％液、酪酸は著しく殺菌作用張大となり全く菌の獲育を許さす。之に反し

　生石次は作用減弱す。　　　　　・

　iii昇泉0．07％液、酷酸は梢々殺菌力を強化する傾向あり。
　　　　　“1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　白嬬病菌の場合

　　iフオルマリン0．2％液、酷酸、生石次は禰々．Ji辱の作用弱くなり卒働菌の場食と異なる。

，　ii昇乗0．01劣液、各藥鋼｝ζよりしものは鮒照廠に比し柑々作用烈きものの如し。　　　　　　　・

　　要するに淘襟藥隔傑水のPHに關してアルカリ側と酸側とのIMYc　t・ik　一一sttの傾向を認むる事

　能はすと難も（供試菌1こより多少欺態異なる）クローノレ石次にありて酪酸は殺菌ブ」増大し生石
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荻梢殺菌力を弱くす。

4．潰毒液の不潔と殺菌力

　　　鴻燦を實際行ふ場合被浴毒ll勿lhil、藥液容器の不潔のkめ往々消襟液の汚染する場倉あり。就

　　中土壌、驚沙による汚染は最も多しとす。

　　　本調査は士駿による場合につき調査せり。

　　　所定濃度の潤毒液を準備Lこれに腐梢餐雫に富める土壌を1％の割合に投入よく振繰一識夜密

　　温に放置後使用せり。

　　　　　　　　　　　　　　（1）　藥液の土壌による汚染と殺菌力

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卒倒　病菌

，　　　　　　　　　　　フオルマリン　7％
＼一時問（分，1
　　繭＼＼1

土鍍投入前
土壌投入後
調’　　　　照

5
貌⊥1☆9　－iL－？．i－？’．．．MI．幽、回・5一

i‡‡1‡‡‡，‡‡：：

　　　　　ク　u「F－・ルas友　6％

　　　　1
50 @「），si60

　　　　1

十

＼　
＿　　　　　　　　　　　 口嵜1配　（分）　　　　　 トI　　　　　　　　　　　　　　 I

　　嚥別　　、、・、．

土壌投入前
土壊投入後
封　　　　　照

削1°
十

十

十

十

　1　　　1　　　1
15 奄Q°12513°

十

十

十

十

十

十

十

35 40
　｛
4昼 P5° 55　　60

（2）摘　　　要

本調査の程度の汚染に於ては殺菌力に差異を認められす。

5．2種の消毒藥の混入と殺菌力

十

二種の漕毒藥を棍入する場合共殺菌力に及す影響は少くとも2つの場合を考ふる事を得、一一tt

2種の淘毒藥が別kに特殊な作用をなし各異なる方面より殺菌作用を表はす事、他は2種の藥

剤闇の化學作用により特殊な化含物を生じ典のものの殺菌作用による球なり。

滉合藥剤の稀澤方法は2のものを軍猫の場合と同一濃度になる様になしたli）。

毛利博親氏は昇衆水とフオルマリンとの混合液の酒毒勧力に就き卒倒菌を以て調査され（衣笠

舞友會報156號）混合液の殺菌力は殺菌力大なる昇衆に支配され昇飛軍川と等しき放績を示す

も昇炭に比し多少菌の焚育を阻止する傾向ありと報ぜり。

（1）　2種の溝毒藥の混入と殺菌力

　　　A．卒　倒　病　菌

＼＼嚠鼬D竺1・1・・1・・
フオルマリン　 3％

bT・　　　　　尿　　　　　　　　　0．03％

クロール石IE　 6％

フオルマリン十r昇栄
フオルマリン十クロール石力こ

昇　　兼＋クロール石茨
封　　　　　　　　　　　照

十

十

十
十

十

十

十

十

十

十

十

十

‡

；

‡

，。「4。i5。
　　　　　　i

十

十

4
T
十

十

十

十

十

1‡
　　三

　　十

60

；

；

王

十
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　　　　　　　　　　　　　　　　B　白彊病菌
く＝芝：…‘…　pm’一 ｢璃「再一一「　　「　　　－　　1・・一・一一一一一…一「一．－t－一一1－一一＿

騨L＿‘一一……．L、1°」L一選Lと」1－9－・
フオルマリン　0．3％
昇　　　栄　　　　　O，01％

ク・一ル石灰O．005％
フオルマリン＋昇　　張
フオルマリン＋クロPtル石灰
昇　　栄＋ク・一ル石茨
封　　　　　　　　　　照

十

十

十

十

十

±

十

十

十

‡

古

十
‡

十

（2）摘　　　要

　　　　　　　　　　　　　　　　　卒倒病菌の場合

　i　フオルマリンと昇i飛　　爾者翠猫の場含より殺菌力大となる。

iiフオルマリンと知一ル砿　ク・一ル砿糊より個階しく劣リフオ・・マリンと略
　　等し。

iii　昇分ミとクローノt石汐ξ　　クロール石次より躬くなり昇栄と略」等し。

　　　　　　　　　　　　　　　　　白贋病菌の場合

i　フオルVリンと昇来　　爾者坦猫使用の場合に比し其の力大なり。

iiフオルマリンとク・一・L・・7・　’丁次　伽一ル石次より弱くフオルマリンと等し。

iii昇栄とクロール石次　　昇栄の場合より作用弧大となリクロール石次と略等し。

　　　　　　　　　　　　本調査は横川正一・氏の助力による癖多大なリ

　　　　　　　　　　　　　　（於埼王縣獄業試験場川越支場）

　　　　　　　　　　　　　　（畳理　昭和10年7月12日）


